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国際研究集会発表助成 成果概要 
京都大学文学研究科言語学研究室  
Catt Adam Alvah（キャット・アダム・アルバー） 
 
【本会議の概要】 
The Society for Indo-European Studies（ドイツ語名Indogermanische Gesellschaft）は、古代インド・
ヨーロッパ諸語の歴史言語学的研究を中心とする学会の中でも特に伝統と権威のある学会で
ある。その学会が毎年開いている会議 (Arbeitstagung der Indogermanischen Gesellschaft) の目的
は、古代インド・ヨーロッパ諸語を比較言語学的な手法によって、同系統に属する諸言語の
共通の祖先である祖語（印欧祖語といわれる）を再建し、個々の言語が祖語の段階からどの
ような変化を受けて成立したのかを明らかにすることである。 
 今年の会議のテーマは印欧祖語における名詞の研究であって、名詞の形態、名詞と形容詞
の関係、集合名詞や名詞派生などに関する研究発表が行われた。印欧祖語の名詞類は非常に
複雑な体系を持ち、近年の研究によってその体系は次第に明らかにされつつあるが、多くの
不明な点がまだ残されている。三日間にわたって、ヒッタイト語、古代ギリシア語、ラテン
語、バルト・スラブ諸語、ケルト語、ゲルマン諸語、トカラ語や古代インド・イラン諸語な
ど、様々な古代言語の観点からの研究発表が行われた。参加者は主にヨーロッパ諸国とアメ
リカの歴史言語学の専門家で、大変有意義な議論が展開された。また、毎晩懇親会が開かれ、
欧米の著名な学者と交流し、友好関係を深めることができた。 
 
【発表内容】 
 上で書いたように、本会議のテーマは印欧祖語における名詞の研究であって、私は、古代
イラン語と中期インド・アーリヤ語に属するパーリ語の言語資料に現れる「背中」を意味す
る名詞について発表を行った。パーリ語には pitthi- と pittha- という語があり、両方には「背
中」という意味があるが、前者は i- という母音で終わり、後者は a- という母音で終わっ
ている。また、古代イラン語にもパーリ語と同様なパターンがある。同じ「背中」を意味す
るのに、この名詞が i- もしく a- で終わる理由はいままでに明らかになっていなかった。 
 そこで、私は名詞が i- もしく a- で終わる現象を印欧祖語における名詞派生パターンの
一つと関係づけた。印欧祖語では、o- という母音で終わる語（インド・イラン語派では、
これは a- という母音で現れる）はよく形容詞として機能し、それに対して i- で終わる語
は抽象名詞を形成する。この派生関係は印欧祖語の段階で生産的だったが、何百年も経つに
つれて、この派生プロセスは多くの語派で次第に消えてしまったと考えられている。通常、



印欧祖語の母音 o- もしくは i- にさかのぼる語のどれか一つがある言語に保持されている。
それにも関わらず、パーリ語とイラン諸語では、「背中」を意味する語は印欧祖語の o- と 

i- でおわる語を両方保持している。その保持された理由として、パーリ語とイラン語にお
いて、それぞれの母音でおわる語は違った機能的あるいは意味的な役割を担うようになって、
その役割分担によって両方の母音でおわる語が保持されたことを示した。 
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